































Research on Children’s Game Songs









































































1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
握手でこんにちは ○ ○ ○ ○ ○
いっせんどうかは ○ ○
お茶を飲みに来てください ○ ○ ○ ○
今日はどなたです ○
サークルダンス ○ ○ ○ ○ ○
幸せなら手を叩こう ○ ○ ○ ○
ぞうさんとくもの巣 ○ ○
チャパネカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
手をつなごう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
なんだかおなかがすいたので ○ ○
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の考えを言い、子どもたちから活動を発展させていくようにもなった。
　次に、主に活動の展開上留意した点に則して考察していく。
　（１） 大人と子どもが一緒に遊びうたを楽しむ活動の展開にあたっては、子どもに焦点を当
てて行うことが第一である。まず、子ども自身が活動に参加したくなるような雰囲気を
作り、自然に慣れていく様子を観察しながら誘っていくとどの子どもも活動に参加でき
るようになる。楽しそうであれば必ず入ってきて、活動の最後には満面の笑顔が見られる。
　（２）子どもの自由な発想が生まれる環境として、子どもの発語を受け止めることを大事に
した。どのような発語でも子どもの気持ちを汲み取り、みんなに返していったり、ほめ
たりすることで、能動的に参加できる雰囲気が作られていく。
　（３）そのためにもこの時期の子どもの活動はゆっくりと進め、子どもが理解できるよう留
意した。活動と活動の合間に、子どもの気持ちを受け入れる言葉かけや、次の活動に期
待を持たせるような声がけを行う。やさしい声がけ、わかりやすい言葉かけはもちろん、
温かい雰囲気で行うことも大切である。
　（４）回を重ね、様子を見ながら、子どもたちが母親と離れて、子ども同士が手をつなげる
よう働きかけていった。子どもたちは回を重ねると次第に活動や担当者の働きかけを受
け入れやすくなるので、無理をせずに進めた。
　（５）はじめはぎこちなかった親たちも遊びうたを楽しいと感じた様子で、子どもと一緒に
楽しめるようになっていった。子どもの喜ぶ姿や、自分から離れて子ども同士で友達に
なっていく姿を見ることは親にとって嬉しいことである。子どもの成長を確かに感じら
れるこの時間を大切にしていくことで、親同士もつながっていった。
　
　以上のように、選曲との関連では、子どもは同じ曲をくり返し遊ぶことで、自信をもって行
動し、楽しさを共感し、そこから自発的な行動が生まれやすくなると考えられる。予め、バリ
エーションが生まれやすい曲を準備することも大切である。
　遊びの展開に際しては、大人が笑顔で楽しい気持ちで活動を進め、子どもの気持ちを広く受
け入れていくことで参加しやすい雰囲気ができていく。子どもが理解しやすいように、また、
子どもの発想を受け止めて遊びの展開に生かしていくことができるように、進める速さを加減
し、言葉かけを工夫する必要がある。そして、子どもの気持ちに寄り添い、子どもの楽しさに
共感していくことが大切である。子どもの気持に寄り添って展開していくと、活動は子どもの
ものになっていく。子どもの心を高揚させ、遊びへの積極的な姿勢を育んでいけると考えられ
る。
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